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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおいて通信する方法であって、
　無線デバイスにおいて、データ・パケットの第１の部分を受信することと、
　前記無線デバイスにおいて、前記無線デバイスが、前記データ・パケットの、意図され
た受信機であることを判定することと、
　前記無線デバイスが前記データ・パケットを受信するための通信チャネルを予約するよ
うに構成された予約信号を、前記無線デバイスから送信することと、ここで、前記送信す
ることは、前記無線デバイスが、前記意図された受信機であるとの前記判定に基づき、前
記予約信号は、前記無線デバイスが前記データ・パケットの第２の部分を受信する間に、
前記無線デバイスから送信される、
を備える方法。
【請求項２】
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記予約信号は、複数のビープから成り、各ビープは第１の固定期間を有し、各ビープ
は、前記第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を有するビープ・インタバルによって
分離された、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記複数のビープの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備える、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信すること、をさらに備える請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　データ・パケットの第１の部分を受信するように構成された受信機と、
　前記装置が、前記データ・パケットの、意図された受信機であることを判定するように
構成されたプロセッサと、
　前記装置が前記データ・パケットを受信するための通信チャネルを予約するように構成
された予約信号を送信するように構成された送信機と、ここで、前記送信機は、前記装置
が前記意図された受信機であるとの前記判定に基づいて送信するように構成され、前記送
信機は、前記受信機が前記データ・パケットの第２の部分を受信する間に、前記予約信号
を送信するように構成される、
を備える装置。
【請求項８】
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記予約信号は、複数のビープから成り、各ビープは第１の固定期間を有し、各ビープ
は、前記第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を有するビープ・インタバルによって
分離された、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記複数のビープの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備える、
請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、請求
項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記受信機はさらに、前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信するように構成
された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　前記装置において、データ・パケットの第１の部分を受信する手段と、
　前記装置において、前記装置が、前記データ・パケットの、意図された受信機であるこ
とを判定する手段と、
　前記装置が、前記意図された受信機であるとの前記判定に基づいて、前記装置が前記デ
ータ・パケットを受信するための通信チャネルを予約するように構成された予約信号を送
信する手段と、ここで、前記予約信号は、前記装置において、前記データ・パケットの第
２の部分を受信する間に送信される、
を備える装置。
【請求項１４】
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記予約信号は、複数のビープから成り、各ビープは第１の固定期間を有し、各ビープ
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は、前記第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を有するビープ・インタバルによって
分離された、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記複数のビープの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備える、
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信する手段、をさらに備える請求項１７
に記載の装置。
【請求項１９】
　実行された場合、装置に対して、
　前記装置において、データ・パケットの第１の部分を受信することと、
　前記装置において、前記装置が、前記データ・パケットの、意図された受信機であるこ
とを判定することと、
　前記装置が、前記意図された受信機であるとの前記判定に基づいて、前記装置が前記デ
ータ・パケットを受信するための通信チャネルを予約するように構成された予約信号を、
前記装置から送信することと、ここで、前記予約信号は、前記装置において、前記データ
・パケットの第２の部分が受信される間に送信される、
を実行させる命令群、を備える非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２０】
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、請求項１９に記載の非一時的なコンピュ
ータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　前記予約信号は、複数のビープから成り、各ビープは第１の固定期間を有し、各ビープ
は、前記第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を有するビープ・インタバルによって
分離された、請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２２】
　前記複数のビープの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備える、
請求項２１に記載の非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２３】
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、請求
項１９に記載の非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項２４】
　実行された場合、前記装置に対して、前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信
させる命令群、をさらに備える請求項２３に記載の非一時的なコンピュータ読取可能な記
憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、その内容全体が参照によって本明細書に組み込まれている２０１１年６月３日
出願の米国仮出願６１／４９３，１６７の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本願は、一般に、無線通信に関し、さらに詳しくは、クリア・チャネル・アセスメント
に基づく受信機のためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
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　多くの通信システムでは、空間的に分離されたいくつかのインタラクトするデバイス間
でメッセージを交換するために通信ネットワークが使用される。ネットワークは、例えば
、都市エリア、ローカル・エリア、またはパーソナル・エリアでありうる地理的なスコー
プにしたがって分類されうる。そのようなネットワークは、広域ネットワーク（ＷＡＮ）
、都市内エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）
、無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）、またはパーソナル・エリア・ネッ
トワーク（ＰＡＮ）としてそれぞれ指定されるだろう。これらネットワークはまた、さま
ざまなネットワーク・ノードおよびデバイス（例えば、回路切換対パケット切換）、送信
のために適用される物理媒体のタイプ（例えば有線か無線か）、および、使用される通信
プロトコルのセット（例えば、インターネット・プロトコル・スイート、ＳＯＮＥＴ（シ
ンクロナス光ネットワーク）、イーサネット（登録商標）等）を相互接続するために使用
される切換／ルーティング技術にしたがって異なる。
【０００４】
　無線ネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり動的な接続ニーズがある場合
、あるいは、ネットワーク・アーキテクチャが固定されたトポロジではなく、アド・ホッ
クで形成されている場合にしばしば好まれる。無線ネットワークは、例えばラジオ、マイ
クロ波、赤外線、光等のような周波数帯域における電磁波を用いて、ガイドされていない
伝搬モードで、実体のない物理媒体を適用する。無線ネットワークは、固定された有線ネ
ットワークと比較された場合、有利なことに、ユーザ・モビリティおよび迅速なフィール
ド展開を容易にする。
【０００５】
　無線ネットワークにおけるデバイスは、互いの間で情報を通信しうる。通信の一部とし
て、デバイスは、デバイスが通信している地理的領域において、データを通信するために
通信チャネルが利用可能であるか否かを判定しうる。一般に、送信元のデバイスは、クリ
ア・チャネル・アセスメント（ＣＣＡ）の一部として、受信先のデバイスへデータを送信
するために利用することを計画している通信チャネルにおいて、トラフィックを検出しう
るか否かを判断するためにリスンするだろう。トラフィックがない場合、送信元のデバイ
スは、送信元のデバイスが送信することを計画している領域においてチャネルがクリアで
あるか否かを判定し、もって、受信先のデバイスへデータを通信しうる。しかしながら、
送信元のデバイスで実行されるこのようなＣＣＡは、クリアではない場合に、送信元のデ
バイスが、受信先のデバイスに送信するためにチャネルがクリアであると判定し、また、
クリアである場合に、送信元のデバイスが、受信先のデバイスへ送信するためにチャネル
がクリアではないと判定するという問題に至りうる。したがって、ＣＣＡを改善するため
のシステム、方法、およびデバイスが所望される。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明のシステム、方法、およびデバイスは、おのおのがいくつかの態様を有しており
、それらのうちの何れも、単独では、所望の属性の責任を負うものではない。以下に記載
された特許請求の範囲によって表されるように、本発明の範囲を制限することなく、いく
つかの特徴が簡潔に説明されるだろう。この説明を考慮した後、特に、「発明を実施する
ための形態」と題されたセクションを読んだ後、本発明の特徴が、受信機ベースのＣＣＡ
を用いることによって改善されたＣＣＡを含む利点をどのようにして与えるのかが理解さ
れるだろう。
【０００７】
　本開示の１つの態様は、無線ネットワークにおいて通信する方法を提供する。この方法
は、データ・パケットの少なくとも一部を受信することを備える。この方法はさらに、無
線デバイスが、データ・パケットの、意図された受信機であることを判定することを備え
る。この方法はさらに、無線デバイスが、意図された受信機であるとの判定に基づいて、
予約信号を送信することを備える。予約信号は、この無線デバイスがデータ・パケットを
受信するための通信チャネルを予約するように構成される。
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【０００８】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する方法を提供する。この方法は
、少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンすることを備える。予約信号は、通
信チャネルを予約するように構成される。この方法はさらに、予約信号が検出されたか否
かを判定することを備える。この方法はさらに、予約信号が検出されたとの判定に基づい
て、チャネル・アクセス・メカニズムを更新することを備える。
【０００９】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する方法を提供する。この方法は
、少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンすることを備える。予約信号は、通
信チャネルを予約するように構成される。この方法はさらに、予約信号が検出されたか否
かを判定することを備える。この方法はさらに、予約信号が検出されたとの判定に基づい
て、通信チャネルでデータ・パケットを送信することを備える。
【００１０】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する装置を提供する。この装置は
、データ・パケットの少なくとも一部を受信するように構成された受信機を備える。この
装置はさらに、この装置が、データ・パケットの、意図された受信機であることを判定す
るように構成されたプロセッサを備える。この装置はさらに、この装置が、意図された受
信機であるとの判定に基づいて、予約信号を送信するように構成された送信機を備える。
予約信号は、この装置がデータ・パケットを受信するための通信チャネルを予約するよう
に構成される。
【００１１】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する装置を提供する。この装置は
、少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンするように構成された受信機を備え
る。予約信号は、通信チャネルを予約するように構成される。装置はさらに、予約信号が
検出されたか否かを判定するように構成されたプロセッサを備える。プロセッサはさらに
、予約信号が検出されたとの判定に基づいて、チャネル・アクセス・メカニズムを更新す
るように構成される。
【００１２】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する装置を提供する。この装置は
、少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンするように構成された受信機を備え
る。予約信号は、通信チャネルを予約するように構成される。この装置はさらに、予約信
号が検出されたか否かを判定するように構成されたプロセッサを備える。この装置はさら
に、予約信号が検出されたとの判定に基づいて、通信チャネルでデータ・パケットを送信
するように構成された送信機を備える。
【００１３】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する装置を提供する。この装置は
、データ・パケットの少なくとも一部を受信する手段を備える。装置はさらに、この装置
が、データ・パケットの、意図された受信機であることを判定する手段を備える。装置は
さらに、この装置が意図された受信機であるとの判定に基づいて予約信号を送信する手段
を備える。予約信号は、この装置がデータ・パケットを受信するための通信チャネルを予
約するように構成される。
【００１４】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する装置を提供する。この装置は
、少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンする手段を備える。予約信号は、通
信チャネルを予約するように構成される。この装置はさらに、予約信号が検出されたか否
かを判定する手段を備える。装置はさらに、予約信号が検出されたとの判定に基づいて、
チャネル・アクセス・メカニズムを更新する手段を備える。
【００１５】
　本開示の別の態様は、無線ネットワークにおいて通信する装置を提供する。この装置は
、少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンする手段を備える。予約信号は、通
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信チャネルを予約するように構成される。この装置はさらに、予約信号が検出されたか否
かを判定する手段を備える。この装置はさらに、予約信号が検出されたとの判定に基づい
て、通信チャネルでデータ・パケットを送信する手段を備える。
【００１６】
　本開示の別の態様は、命令群を備えるコンピュータ読取可能な媒体を提供する。これら
命令群は、実行された場合、装置に対して、データ・パケットの少なくとも一部を受信さ
せる。これら命令群は、実行された場合、装置に対してさらに、この装置が、データ・パ
ケットの、意図された受信機であることを判定させる。これら命令群は、実行された場合
、装置に対してさらに、この装置が、意図された受信機であるとの判定に基づいて、予約
信号を送信させる。予約信号は、この装置がデータ・パケットを受信するための通信チャ
ネルを予約するように構成される。
【００１７】
　本開示の別の態様は、命令群を備えるコンピュータ読取可能な媒体を提供する。これら
命令群は、実行された場合、装置に対して、少なくとも予め定義された期間、予約信号を
リスンさせる。予約信号は、通信チャネルを予約するように構成される。これら命令群は
、実行された場合、装置に対してさらに、予約信号が検出されたか否かを判定させる。こ
れら命令群は、実行された場合、装置に対してさらに、予約信号が検出されたとの判定に
基づいて、チャネル・アクセス・メカニズムを更新させる。
【００１８】
　本開示の別の態様は、命令群を備えるコンピュータ読取可能な媒体を提供する。これら
命令群は、実行された場合、装置に対して、少なくとも予め定義された期間、予約信号を
リスンさせる。予約信号は、通信チャネルを予約するように構成される。これら命令群は
、実行された場合、装置に対してさらに、予約信号が検出されたか否かを判定させる。こ
れら命令群は、実行された場合、装置に対してさらに、予約信号が検出されたとの判定に
基づいて、通信チャネルでデータ・パケットを送信させる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本開示の態様が適用されうる無線通信システムの例を例示する。
【図２】図２は、図１の無線通信システム内に適用されうる、無線デバイスにおいて利用
されうる、受信機を含むさまざまな構成要素を例示する。
【図３】図３は、無線デバイスが通信を送信および受信することが可能な地理的領域を例
示する。
【図４】図４は、ネットワーク・アロケーション・ベクトル（ＮＡＶ）を設定するために
生じうるシグナリングの例を例示する。
【図５】図５は、予約信号を送信するために生じうるシグナリングの例を例示する。
【図６】図６は、データ帯域を予約するために送信元のデバイスおよび受信先のデバイス
による予約信号の送信の例を例示する。
【図７】図７は、データ帯域を予約するために送信元のデバイスおよび受信先のデバイス
による予約信号の送信の別の例を例示する。
【図８】図８は、パケットを受信する無線デバイスによる予約信号の送信を例示する。
【図９】図９は、通信チャネルを予約するためにオーバヘッドで費やされる時間の長さ対
ビープ・インタバル（ＢＩ）のために選択された値のグラフを例示する。
【図１０】図１０は、受信機ベースのクリア・チャネル・アセスメント（ＣＣＡ）を用い
て無線ネットワークでデータを送信するための方法の態様を例示する。
【図１１】図１１は、受信機ベースのＣＣＡを用いて無線ネットワークでデータを受信す
るための方法の態様を例示する。
【図１２】図１２は、図１の無線通信システム内で適用されうる別の典型的な無線デバイ
スの機能ブロック図である。
【図１３】図１３は、図１の無線通信システム内で適用されうる別の典型的な無線デバイ
スの機能ブロック図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　斬新なシステム、装置、および方法のさまざまな態様が、添付図面を参照して以下によ
り十分に記載される。しかしながら、本教示および開示は、異なる多くの形態で具体化さ
れ、本開示を通じて示されたいかなる具体的な構成または機能にも限定されるとは解釈さ
れるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が十分で完全であり、本開示の範囲
を当業者に十分に伝達できるように提供されている。本明細書における教示に基づいて、
当業者は、本開示の範囲は、独立して実施されようが、あるいは、本発明の任意の他の態
様と組み合わされようが、本明細書で開示された斬新なシステム、装置、および方法のあ
らゆる態様をカバーすることが意図されていることを認識すべきである。例えば、本明細
書に記載された任意の数の態様を用いて装置が実現され、方法が実施されうる。さらに、
本発明の範囲は、別の構成、機能、または、本明細書に記載された発明のさまざまな態様
またはそれ以外の態様が追加された構成および機能を用いて実現される装置または方法を
カバーすることが意図されている。本明細書で開示されたあらゆる態様は、特許請求の範
囲の１または複数の要素によって具体化されうる。
【００２１】
　本明細書では、特定の態様が記載されているが、これら態様の多くの変形および置換が
、本開示の範囲内にある。好適な態様のいくつかの利点および長所が述べられているが、
本開示の範囲は、特定の利点、使用、および目的に限定されることは意図されていない。
むしろ、本開示の態様は、このうちのいくつかが図面における例示によって、および、以
下の好適な態様の記載によって例示されている異なる無線技術、システム構成、ネットワ
ーク、および伝送プロトコルに広く適用可能であることが意図されている。詳細な記載お
よび図面は、限定ではない開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、特許請求の範囲お
よびその均等物によって定義される。
【００２２】
　ポピュラーな無線ネットワーク技術は、さまざまなタイプの無線ローカル・エリア・ネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）を含みうる。ＷＬＡＮは、近くのデバイスをともに相互接続する
ために使用されており、広範に使用されるネットワーキング・プロトコルを適用している
。本明細書に開示されたさまざまな態様は、例えばＷｉＦｉ、さらに詳しくは、無線プロ
トコルのＩＥＥＥ　８０２．１１規格の何れかのメンバのような任意の通信規格に適合し
うる。例えば、本明細書に記載されたさまざまな態様は、サブ１ＧＨｚ帯域を用いるＩＥ
ＥＥ　８０２．１１ａｈプロトコルの一部として使用されうる。
【００２３】
　いくつかの態様では、サブ・ギガ・ヘルツ帯域における無線信号が、直交周波数－分割
多重（ＯＦＤＭ）通信、ダイレクト－シーケンス拡散スペクトル（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦ
ＤＭ通信とＤＳＳＳ通信との組み合わせ、またはその他のスキームを用いて、８０２．１
１ａｈプロトコルにしたがって送信されうる。８０２．１１ａｈプロトコルの実施は、セ
ンサ、メータ、およびスマート・グリッド・ネットワークのために使用されうる。有利な
ことに、８０２．１１ａｈプロトコルを実施するあるデバイスの態様は、その他の無線プ
ロトコルを実施するデバイスよりも少ない電力しか消費しない場合がありうる。および／
または、例えば約１キロメータまたはそれ以上のように、比較的長距離にわたって無線信
号を送信するために使用されうる。
【００２４】
　いくつかの実施では、ＷＬＡＮは、無線ネットワークにアクセスする構成要素であるさ
まざまなデバイスを含んでいる。例えば、２種類のデバイス、すなわち、アクセス・ポイ
ント（“ＡＰ”）およびクライアント（局または“ＳＴＡ”とも称される）が存在しうる
。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として役立ち、ＳＴＡは、ＷＬＡ
Ｎのユーザとして役立つ。例えば、ＳＴＡは、ラップトップ・コンピュータ、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、モバイル電話等でありうる。例において、インターネットまたはその他の
広域ネットワークへの一般的な接続を得るために、ＷｉＦｉ（例えば、８０２．１１ａｈ
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のようなＩＥＥＥ　８０２．１１プロトコル）準拠の無線リンクを介してＡＰに接続する
。いくつかの実施では、ＳＴＡは、ＡＰとしても使用されうる。
【００２５】
　アクセス・ポイント（“ＡＰ”）はさらに、ノードＢ、ラジオ・ネットワーク・コント
ローラ（“ＲＮＣ”）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（“ＢＳＣ”）、基地トランシ
ーバ局（“ＢＴＳ”）、基地局（“ＢＳ”）、トランシーバ機能（“ＴＦ”）、ラジオ・
ルータ、ラジオ・トランシーバ、またはその他を備えうるか、これらとして実現されうる
か、または、これらとして知られうる。
【００２６】
　局（“ＳＡＴ”）はまた、アクセス端末（“ＡＴ”）、加入者局、加入者ユニット、移
動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザ・エージェント、ユーザ・デバイス、ユー
ザ機器、またはその他いくつかの用語として知られているか、備えているか、または実現
されうる。いくつかの実施において、アクセス端末は、セルラ電話、コードレス電話、セ
ッション開始プロトコル（“ＳＩＰ”）電話、無線ローカル・ループ（“ＷＬＬ”）局、
携帯情報端末（“ＰＤＡ”）、無線接続機能を有するハンドヘルド・デバイス、あるいは
無線モデムに接続されたその他いくつかの適切な処理デバイスを備えうる。したがって、
本明細書で教示された１または複数の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマート
フォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセ
ット、ポータブル・コンピューティング・デバイス（例えば、パーソナル・データ・アシ
スタント）、エンタテイメント・デバイス（例えば、音楽またはビデオ・デバイス、また
は衛星ラジオ）、ゲーム・デバイスまたはシステム、全地球測位システム・デバイス、ま
たは無線媒体を介して通信するように構成されたその他任意の適切なデバイスに組み込ま
れうる。
【００２７】
　前述したように、本明細書に記載されたあるデバイスは、例えば８０２．１１ａｈ規格
を実装しうる。このようなデバイスは、ＳＴＡまたはＡＴまたはその他のデバイスとして
使用されていようといまいと、スマート・メータリングのため、または、スマート・グリ
ッド・ネットワークにおいて使用されうる。このようなデバイスは、センサ・アプリケー
ションを提供しうるか、ホーム・オートメーションにおいて使用されうる。これらデバイ
スは、その代わりに、あるいは、それに加えて、例えば、パーソナル・ヘルスケアのよう
なヘルスケア・コンテキストにおいて使用されうる。さらに、（例えば、ホットスポット
で使用するため）拡張範囲インターネット接続をイネーブルするため、または、マシン・
トゥ・マシン通信を実施するための、サーベイランス用にも使用されうる。
【００２８】
　図１に、本開示の態様が適用されうる無線通信システム１００の例を示す。無線通信シ
ステム１００は、例えば８０２．１１ａｈ規格のような無線規格に準拠して動作しうる。
無線通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通信するＡＰ１０４を含みうる。
【００２９】
　さまざまな処理および方法が、無線通信システム１００内におけるＡＰ１０４とＳＴＡ
１０６との間の送信のために使用されうる。例えば、信号が、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技術
にしたがってＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信されうる。この場合、無
線通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと称されうる。あるいは、信号
が、ＣＤＭＡ技術にしたがってＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信されう
る。この場合、無線通信システム１００は、ＣＤＭＡシステムと称されうる。
【００３０】
　ＡＴ１０４からＳＴＡ１０６の１または複数への送信を容易にする通信リンクは、
ダウンリンク（ＤＬ）１０８と称され、ＳＴＡの１または複数からＡＰ１０４への送信を
容易にする通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と称されうる。あるいは、ダウン
リンク１０８を、順方向リンクまたは順方向チャネルと称したり、アップリンク１１０を
、逆方向リンクまたは逆方向チャネルと称しうる。
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【００３１】
　ＡＰ１０４は、基地局として動作し、基本サービス・エリア（ＢＳＡ）１０２において
無線通信有効範囲を提供しうる。ＡＰ１０４はＳＴＡ１０６とともに基本サービス・セッ
ト（ＢＳＳ）と称されうる。ここで、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に関連付けられ、通信
のためにＡＰ１０４を使用する。無線通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有してい
ないかもしれず、代わりに、ＳＴＡ１０６間のピア・トゥ・ピア・ネットワークとして機
能しうることが注目されるべきである。したがって、本明細書に記載されたＡＰ１０４の
機能は、代わりに、ＳＴＡ１０６のうちの１または複数によって実行されうる。さらに、
本明細書に記載されたＳＴＡ１０６の機能は、代わりに、ＡＰ１０４のうちの１または複
数によって実行されうる。
【００３２】
　図２は、無線通信システム１００内に適用されうる無線デバイス２０２で利用されうる
さまざまな構成要素を図示する。無線デバイス２０２は、本明細書で説明されるさまざま
な方法を実施するように構成されうるデバイスの例である。例えば、無線デバイス２０２
は、ＳＴＡ１０６のうちの１つ、またはＡＰ１０４を備えうる。
【００３３】
　無線デバイス２０２は、無線デバイス２０２の動作を制御するプロセッサ２０４を含み
うる。このプロセッサ２０４は、中央制御装置（ＣＰＵ）とも称されうる。読取専用メモ
リ（ＲＯＭ）とランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）との両方を含みうるメモリ２０６
は、プロセッサ２０４に命令およびデータを提供する。メモリ２０６の一部は、不揮発性
ランダム・アクセス・メモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含みうる。プロセッサ２０４は、通常、
メモリ２０６に格納されたプログラム命令に基づいて、ロジック演算および算術演算を実
行する。本明細書で説明される方法を実施するために、メモリ２０６内の命令群が実行可
能とされうる。
【００３４】
　無線デバイス２０２が、送信ノードとして実施または使用されている場合、以下にさら
に詳細に説明するように、プロセッサ２０４は、データの生成、データの処理、および、
無線デバイス２０２の動作の制御を行うように構成されうる。
【００３５】
　無線デバイス２０２が、受信ノードとして実施または使用されている場合、以下にさら
に詳細に説明するように、プロセッサ２０４は、データの生成、データの処理、および、
無線デバイス２０２の動作の制御を行うように構成されうる。
【００３６】
　プロセッサ２０４は、１または複数のプロセッサで実現される処理システムの構成要素
でありうるか、これら構成要素を備えうる。１または複数のプロセッサは、汎用マイクロ
・プロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールド
・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、コントローラ、ステート・マシン、ゲート・ロジック、ディスクリート・ハードウェ
ア構成要素、専用ハードウェア有限ステート・マシン、または情報の計算またはその他の
操作を実行できうるその他任意の適切なエンティティ、からなる任意の組み合わせを用い
て実現されうる。
【００３７】
　処理システムはまた、ソフトウェアを格納するための機械読取可能な媒体をも含みうる
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、またはその他で称されようと、任意のタイプの命令群を意味すると
広く解釈されるものとする。命令群は、（例えば、ソース・コード・フォーマット、バイ
ナリ・コード・フォーマット、実行可能なコード・フォーマット、または、その他任意の
適切なコードのフォーマットで）コードを含みうる。これら命令群は、１または複数のプ
ロセッサによって実行された場合、処理システムに対して、本明細書に記載されたさまざ
まな機能を実行させる。
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【００３８】
　無線デバイス２０２はさらに、無線デバイス２０２と遠隔位置との間のデータの送信お
よび受信を可能にするために、送信機２１０および／または受信機２１２を含みうる。送
信機２１０および受信機２１２は、トランシーバ２１４に組み合わされうる。アンテナ２
１６が、ハウジング２０８に取り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に接続されうる
。無線デバイス２０２は、（図示されていない）複数の送信機、複数の受信機、複数のト
ランシーバ、および／または複数のアンテナをも含みうる。送信機２１０は、無線でデー
タを送信するように構成されうる。受信機２１２は、データを受信するように構成されう
る。
【００３９】
　無線デバイス２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信された信号を検出し、そ
のレベルを定量化する目的で使用されうる信号検出器２１８をも含みうる。信号検出器２
１８は、合計エネルギ、シンボル毎のサブキャリア毎のエネルギ、電力スペクトル密度、
およびその他の信号のような信号を検出しうる。無線デバイス２０２は、信号を処理する
際に使用されるデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０をも含みうる。ＤＳＰ２２０は
、送信のためにパケットを生成するように構成されうる。いくつかの態様では、パケット
は、物理レイヤ収束手順（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）を備え
うる。
【００４０】
　無線デバイス２０２はさらに、いくつかの態様では、ユーザ・インタフェース２２２を
備えうる。ユーザ・インタフェース２２２は、キーパッド、マイクロホン、スピーカ、お
よび／または、ディスプレイを備えうる。ユーザ・インタフェース２２２は、無線デバイ
ス２０２のユーザへの情報の伝送、および／または、ユーザからの入力の受信を行う任意
の要素または構成要素を含みうる。
【００４１】
　無線デバイス２０２のさまざまな構成要素は、バス・システム２２６によってともに接
続されうる。バス・システム２２６は、データ・バスのみならず、例えば、データ・バス
に加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスをも含みうる。当業者で
あれば、無線デバイス２０２の構成要素は、その他いくつかのメカニズムを用いてともに
接続されうるか、または、入力を受け付けるか、または、入力を互いに提供しうることを
認識するだろう。
【００４２】
　多くの個別の構成要素が図２に例示されているが、当業者であれば、これら構成要素の
うちの１または複数は、組み合わせて、または、共通して実現されうることを認識するだ
ろう。例えば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して前述された機能のみなら
ず、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して前述された機能をも実施する
ために使用されうる。さらに、図２に例示された構成要素のおのおのは、複数の個別の要
素を用いて実現されうる。
【００４３】
　参照を容易にするために、無線デバイス２０２が送信ノードとして構成されている場合
、以下において、無線デバイス２０２ｔと称される。同様に、無線デバイス２０２が受信
ノードとして構成されている場合、以下において、無線デバイス２０２ｒと称される。無
線通信システム１００におけるデバイスは、送信ノードの機能のみならず、受信ノードの
機能、または、送信ノードと受信ノードとの両方の機能を実現しうる。
【００４４】
　前述したように、無線デバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６を備えうる。
そして、データを送信および／または受信するために使用されうる。
【００４５】
　本明細書に記載されているものは、送信ノードが受信ノードにデータを送信するために
通信チャネルが利用可能であるか否かを判定するために、クリア・チャネル・アセスメン
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ト（ＣＣＡ）を実行するシステムおよび方法である。例えば、無線デバイス２０２ｔは、
無線デバイス２０２ｒへ送信するデータを有しうる。無線デバイス２０２ｔは、１または
複数のチャネルで無線デバイス２０２ｒと通信するように構成されうる。無線デバイス２
０２ｔは、無線デバイス２０２ｒへデータを送信する前に、無線デバイス２０ｒとの通信
のために１または複数のチャネルが利用可能であるか否かを判定するためにＣＣＡを実行
しうる。したがって、無線デバイス２０２ｔは、１または複数のチャネルをリスンし、１
または複数のチャネルが他のデバイスによって使用されているか否かを判定しうる。無線
デバイス２０２ｔが、１または複数のチャネルでエネルギ（例えば、送信）を検出した場
合、無線デバイス２０２ｔは、１または複数のチャネルが使用されていると判定し、無線
デバイス２０２ｔが、データを、これら１または複数のチャネルで、無線デバイス２０２
ｒへ送信しているのであれば、これは、干渉を引き起こすだろう。無線デバイス２０２ｔ
がエネルギを検出しない場合、無線デバイス２０２ｔは、無線デバイス２０２ｒへデータ
を送信しうる。
【００４６】
　したがって、前述されたＣＣＡは、通信と干渉するであろう無線デバイス２０２ｒ近傍
に送信があるか否かに基づくのではなく、無線デバイス２０２ｒとの通信と干渉するであ
ろう無線デバイス２０２ｔ近傍に送信があるか否かに基づく。しかしながら、干渉を回避
するために、別のデバイスからの送信を回避しながら、無線デバイス２０２ｔからデータ
を受信しなければならないのは無線デバイス２０２ｒである。したがって、送信機ベース
のＣＣＡは、無線デバイス２０２ｒによる受信と干渉しないであろう領域における無線デ
バイス２０２ｒとの通信のため、潜在的な干渉元を検出することに至りうる。さらに、送
信機ベースのＣＣＡは、無線デバイス２０２ｒによる受信と干渉するであろう領域におけ
る潜在的な干渉元を検出しない場合がありうる。この問題は、図３に関してさらに説明さ
れる。
【００４７】
　図３は、無線デバイスが通信を送信および受信することが可能な地理的領域を例示する
。図示されるように、無線デバイス２０２ｔは、無線デバイス２０２ｒにデータを送信す
る。無線デバイス２０２ｔの周囲の領域３１０（円によって示されるが、実際の地理的領
域は、円ではない場合がありうる）は、無線デバイス２０２ｔからの送信が、別の無線デ
バイスによって検出可能である領域を示す。さらに、領域３１０は、送信元の無線デバイ
スが位置する場合に、無線デバイス２０２ｔが、これら送信元の無線デバイスの送信を検
出しうる領域を示す。無線デバイス２０２ｒの周囲の領域３２０（円によって示されるが
、実際の地理的領域は、円ではない場合がありうる）は、無線デバイス２０２ｒからの送
信が別の無線デバイスによって検出可能である領域を示す。さらに、領域３２０は、送信
元の無線デバイスが位置する場合に、無線デバイス２０２ｒが、これら送信元の無線デバ
イスの送信を検出しうる領域を示す。したがって、無線デバイス２０２ｒが、干渉なく、
無線デバイス２０２ｔからの送信を受信するためには、領域３２０において、別のデバイ
スから生じる送信があってはならない。しかしながら、送信機ベースのＣＣＡだけで、無
線デバイス２０２ｔは、領域３１０内の他のデバイスからの送信を検出できるようになる
。したがって、無線デバイス２０２ｔは、領域３１５（円領域３２０と交わらない円領域
３１０）における送信を検出し、たとえこの送信が、このようなシナリオに受け入れ可能
となろうとも、無線デバイス２０２ｒへ送信しない。さらに、無線デバイス２０２ｔは、
領域３２５（円領域３１０と交わらない円領域３２０）における送信を検出しないであろ
う。そして、たとえ、このような送信が、領域３２５における他の送信元のデバイスから
の潜在的な干渉を有しうるのであろうとも、無線デバイス２０２ｒへ送信しうる。したが
って、本明細書で説明されたシステムおよび方法は、受信機ベースのＣＣＡを可能にする
。これは、干渉元の信号があるか否かの判定が、無線デバイス２０２ｒによってなされる
ことを意味する。これは、適切な領域３２０における干渉元の信号を正確に検出しうる。
【００４８】
　１つの実施形態では、無線デバイス２０２ｒは、領域３２０内のネットワーク・アロケ
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ーション・ベクトル（ＮＡＶ）を設定することによって、領域３２０における他の送信機
が、無線デバイス２０２ｔが送信するのと同時に同じチャネル（単数または複数）で送信
せず、もって、干渉を回避しうることを保証しうる。ＮＡＶは、無線デバイス２０２ｔと
無線デバイス２０２ｒのために、設定された期間、チャネル（単数または複数）を予約し
、もって、他のデバイスは、ＮＡＶの間、送信しないだろう。ＮＡＶは、無線デバイス２
０２ｔと無線デバイス２０２ｒとの間の送信要求／送信クリア（ＲＴＳ／ＣＴＳ）メッセ
ージングを用いて設定されうる。
【００４９】
　図４は、ＮＡＶを設定するために生じうるシグナリングの例を例示する。図示されるよ
うに、無線デバイス２０２ｔは、特定の期間、ＮＡＶを要求するデータを、無線デバイス
２０２ｒへ送信しうる。これによって、無線デバイス２０２ｔは、ＮＡＶの間、無線デバ
イス２０２ｒへデータを送信できうる。この要求は、送信要求（ＲＴＳ）と称されうる。
無線デバイス２０２ｒは、この要求を受信しうる。そして、送信をリスンすることによっ
て、領域３２０において、潜在的な干渉元が送信しているか否かを判定しうる。潜在的な
干渉元が識別されない場合、無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｔへデータを
送信し、通信チャネルが送信のために利用可能であることを示す。このインジケーション
は、送信クリア（ＣＴＳ）と称されうる。このインジケーションは、無線デバイス２０２
ｒによって送信されるので、領域３２０内において送信される。このインジケーションを
受信する（聞く）、領域３２０内のデバイス（例えばＳＴＡ２）は、その後、ＮＡＶの間
、送信を控え、これによって、領域３２０内の干渉が終わる。しかしながら、領域３２０
内のデバイス（例えば、ＳＴＡ２）は、このインジケーションを聞かない場合、送信を控
えないので、問題が生じうる。これは、無線デバイス２０２ｒがこのインジケーションを
送信している場合に、領域３２０内のデバイスがすでに通信している（データを送信およ
び／または受信している）ところ（例えば、ＳＴＡ１からのデータを受信するＳＴＡ２）
で生じうる。したがって、無線デバイス２０２ｔが無線デバイス２０２ｒへデータを送信
した場合、無線デバイス２０２ｒにおいて干渉が存在しうる。
【００５０】
　別の実施形態では、無線デバイス２０２ｒは、（「データ帯域」と称されうる）１また
は複数の通信チャネルを予約するために、ネットワークにおける無線デバイスによるデー
タ通信のために使用されない１または複数の専用チャネル（「ＣＣＡ帯域」と称されうる
）で予約信号（「ビープ」と称されうる）を送信するように構成されうる。専用チャネル
は、デバイスによるデータ通信のために使用される１または複数のチャネル内ではない中
心の周波数（または、複数の周波数）を有する専用の狭帯域チャネル（または、複数のチ
ャネル）でありうる。１または複数の専用チャネルのために使用される周波数帯域（単数
または複数）と、１または複数の通信チャネルのために使用される周波数帯域（単数また
は複数）との間が分離されうる。さらに、異なる各専用チャネルが、１または複数の別の
通信チャネルに関連付けられうる。したがって、無線デバイス２０２ｒは、通信のために
予約することを希望している通信チャネル（単数または複数）に依存して、適切な専用チ
ャネル（単数または複数）で１または複数の予約信号を送信しうる。無線デバイス２０２
ｒは、１または複数の通信チャネルを予約する意思がある限り、予約信号を送信するよう
に構成されうる。したがって、無線デバイス２０２ｒが、無線デバイス２０２ｔから、１
または複数の通信チャネルによって、データを受信するつもりであると判定した場合、無
線デバイス２０２ｒは、適切な専用チャネルで予約信号を送信し始める。
【００５１】
　無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｔから送信されたデータ・パケットの最
初の部分を受信することによって、無線デバイス２０２ｔからデータを受信するつもりで
あると判定しうる。データ・パケットの最初の部分は、無線デバイス２０２ｒがデータ・
パケットの意図された受信先であることを無線デバイス２０２ｒに示すヘッダ情報を含み
うる。この判定がなされると、無線デバイス２０２ｒは、適切な専用チャネルで、予約信
号の送信を開始しうる。無線デバイス２０２ｒが、データ・パケットの最初の部分を受信
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する時と、予約信号の送信を開始する時との間の時間は、ビープ時間または（ＴＴＢ）と
称されうる。したがって、無線デバイス２０２ｒは、他のデバイスからの干渉無しで、無
線デバイス２０２ｔから、データ・パケットの残りを受信しうる。無線デバイス２０２が
意図された受信先であるか否かに関する判定を行うために無線デバイス２０２ｒが要する
時間は、無線デバイス２０２ｔが、データ・パケットのプリアンブルに、無線デバイス２
０２ｒの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスを含めることによって低減されうる。例え
ば、無線デバイス２０２ｒのＭＡＣアドレスが、パケットの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダ
に含まれうる。無線デバイス２０２ｒは、その後、データ・パケットの送信の早期におい
て、ＭＡＣアドレスを検出し、この検出に基づいて、無線デバイス２０２ｒが意図された
受信先であるか否かを判定しうる。
【００５２】
　デバイスは、通信チャネルでデータを送信する前に、予約信号が受信されたか否かを判
定するために、この通信チャネルに関連付けられた専用チャネルをリスンするように構成
されうる。予約信号が受信された場合、送信元のデバイスは、無線デバイス２０２ｒが、
この通信チャネルを予約したと判定し、送信を控え、もって、干渉が回避される。デバイ
スが予約信号をリスンする期間は、ロング・ポイント調整機能インタ・フレーム・スペー
ス（ＰＩＦＳ）でありうる。ＰＩＦＳは、受信機がパケットを受信した時と、受信機がパ
ケットの受信先であると受信機が判定した時との間の時間を、少なくともカバーするよう
に設定されうる。したがって、デバイスは、無線デバイス２０２ｒがパケットの受信を開
始したが、無線デバイス２０２ｒがデータ・パケットの受信先であるとの判定はなされて
いないので予約信号を送信していないという状況を回避するために、直ちに送信を開始す
ることはないだろう。送信元のデバイスは、ロングＰＩＦＳ内で予約信号を聞かない場合
、図５に関して後述されるように、通信チャネルがアイドルであると仮定し、データの送
信を開始する。
【００５３】
　図５は、予約信号の送信のために生じうるシグナリングの例を例示する。図示されるよ
うに、データ・パケット５０５は、無線デバイス２０２ｔから、データ帯域５２０で無線
デバイス２０２ｒへ送信される。この場合、無線デバイス２０２ｒは、時間０で始まって
、ＰＨＹヘッダ５０７の一部であるデータ・パケット５０５の最初の部分を受信した後、
無線デバイス２０２ｒが意図された受信先であるかを判定する。無線デバイス２０２ｒは
、その後、ＴＴＢ期間後、データ帯域５２０に関連付けられたＣＣＡ帯域５３０でビープ
５１５を送信する。無線デバイス２０２ｒは、データ帯域５２０でデータ・パケット５０
５を受信すると、ＣＣＡ帯域５３０でビープ５１５を送信し続け、これによって、データ
帯域５２０を予約する。
【００５４】
　以下の記載は、無線ネットワークにおいて、前述した予約信号を用いる方法を実施する
場合に考慮する要因である。１つの実施形態では、ネットワークにおけるデータ送信のた
めのスロット時間が、少なくともＴＴＢに等しくなるように設定される。さらに、ＰＩＦ
Ｓは、ショート・インタ・フレーム・スペース（ＳＩＦＳ）＋スロット時間に設定されう
る。いくつかの実施形態では、１または複数の通信チャネルを予約するために受信機（例
えば、無線デバイス２０２ｒ）が予約信号を送信することに加えて、または、その代わり
に、送信機（無線デバイス２０２ｔ）もまた、１または複数の通信チャネルを予約するた
めに予約信号を送信しうる。さらに、いくつかの実施形態では、無線デバイス２０２ｔは
、データ・パケットの送信に基づいて、無線デバイス２０２ｒからアクノレッジメント（
ＡＣＫ）を受信することを期待して、１または複数の通信チャネルを予約するために、予
約信号を送信しうる。無線デバイス２０２ｔは、ＡＣＫを受信するまで、予約信号を送信
しうる。１つの実施形態では、無線デバイス２０２ｔは、データ・パケットを送信した後
、ＡＣＫを受信するまで、予約信号を送信しうる。別の実施形態では、無線デバイス２０
２ｔは、データ・パケットの送信を開始するや否や、ＡＣＫを受信するまで、予約信号を
送信しうる。これはさらに、パケットの最初の部分が、無線デバイス２０２ｔによって無
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線デバイス２０２ｒへ送信されている間における干渉を回避しうる。
【００５５】
　図６は、データ帯域を予約するための、送信元のデバイスおよび受信先のデバイスによ
る予約信号の送信を例を例示する。図５と同様に、データ・パケット６０５は、無線デバ
イス２０２ｔから、データ帯域６２０で無線デバイス２０２ｒへ送信される。さらに、無
線デバイス２０２ｒは、データ帯域６２０でデータ・パケット６０５を受信すると、ＣＣ
Ａ帯域６３０でビープ６１５を送信する。これによって、データ帯域６２０が予約される
。さらに、無線デバイス２０２ｔは、ＣＣＡ帯域６３０でビープ６４５を送信する一方、
無線デバイス２０２ｒは、データ帯域６２０でＡＣＫ６５５を無線デバイス２０２ｔへ送
信する。したがって、無線デバイス２０２ｔは、無線デバイス２０２ｒからＡＣＫ６５５
を受信するために、データ帯域６２０を予約する。
【００５６】
　図７は、データ帯域を予約するための、送信元のデバイスおよび受信先のデバイスによ
る予約信号の送信の別の例を例示する。図６と同様に、データ・パケット７０５が、無線
デバイス２０２ｔから、データ帯域７２０で無線デバイス２０２ｒへ送信される。さらに
、無線デバイス２０２ｒは、データ帯域７２０でデータ・パケット７０５を受信すると、
ＣＣＡ帯域７３０でビープ７１５を送信し、もって、データ帯域７２０を予約する。さら
に、無線デバイス２０２ｔは、データ・パケット７０５を送信している間と、無線デバイ
ス２０２ｒがデータ帯域７２０でＡＣＫ７５５を無線デバイス２０２ｔへ送信している間
との両方において、ＣＣＡ帯域７３０でビープ７４５を送信する。したがって、無線デバ
イス２０２ｔは、データ・パケット７０５の送信と、無線デバイス２０２ｒからのＡＣＫ
７５５の受信とのために、データ帯域７２０を予約する。
【００５７】
　別の実施形態では、データの受信機（例えば、無線デバイス２０２ｒ）は、ビープ・イ
ンタバル（ＢＩ）と称されうる期間、１または複数の通信チャネルを予約する（受信機ビ
ープ（ＲｘＢｅｅｐ）と称されうる）ショート・ビープを備える、別のタイプの予約信号
を送信するように構成されうる。ＢＩは、固定値でありうる。無線デバイス２０２ｒは、
無線デバイス２０２ｒが無線デバイス２０２ｔからデータを受信することを意図している
１または複数の同じ通信チャネルでＲｘＢｅｅｐを送信するように構成されうる。
【００５８】
　１つの実施形態では、ＲｘＢｅｅｐは、いくつかのショート・トレーニング・フィール
ドを備えている。ショート・トレーニング・フィールドは、スーパインポーズされたある
データを伴っている。一般に、ＲｘＢｅｅｐは、ＲｘＢｅｅｐをユニークに定義するもの
として無線デバイスが認識するように構成されているある信号でありうる。したがって、
無線デバイス２０２ｒが、１または複数のチャネルでＲｘＢｅｅｐを送信した場合、領域
３２０内の他のデバイスは、この１または複数のチャネルにおいて、ＲｘＢｅｅｐを聞く
だろう。他のデバイスは、領域３２０においてＲｘＢｅｅｐを聞くと、１または複数のチ
ャネルにおけるＢＩのための送信を控える。無線デバイス２０２ｒは、それ自身のＲｘＢ
ｅｅｐを無視するように構成されうる。さらに、無線デバイス２０２ｔは、無線デバイス
２０２ｒがＲｘＢｅｅｐを送信している間、ＲｘＢｅｅｐをリスンする必要はないので、
無線デバイス２０２ｔが送信しようとしているチャネル（単数または複数）が予約される
。無線デバイス２０２ｔは、ＲｘＢｅｅｐの間、その送信を停止させうる。
【００５９】
　したがって、無線デバイス２０２ｔが、１または複数のチャネルで無線デバイス２０２
ｒへ送信している場合、無線デバイス２０２ｒにおいて干渉がないことを保証するために
、無線デバイス２０２ｒはＲｘＢｅｅｐを送信しうる。ＲｘＢｅｅｐは、予約済ＢＩと称
される、ＲｘＢｅｅｐの送信後のＢＩの間、無線デバイス２０２ｔによる送信のため１ま
たは複数のチャネルを予約する。無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｒが、デ
ータの意図された受信先であると判定されると、その直後に、ＲｘＢｅｅｐを送信しうる
。その後、無線デバイス２０２ｔは、予約済ＢＩの間、無線デバイス２０２ｒへ送信する
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ように構成されうる。無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｔから受信すること
を意図しているデータ量について、無線デバイス２０２ｒによってなされた判定に基づい
て、無線デバイス２０２ｒが、データの意図された受信先であると判定すると、複数のＢ
Ｉを予約するために、複数のＲｘＢｅｅｐを定期的に送信するように構成されうる。予約
されるＢＩの数は、無線デバイス２０２ｔが受信するデータ量に基づきうる。
【００６０】
　無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｔから送信されたデータ・パケットの最
初の部分を受信することによって、無線デバイス２０２ｔからデータを受信するつもりで
あると判定しうる。データ・パケットの最初の部分は、無線デバイス２０２ｒがデータ・
パケットの意図された受信先であることを無線デバイス２０２ｒに示すヘッダ情報を含み
うる。無線デバイス２０２ｒが、パケットの最初の部分を受信した後にこの判定を行うた
めに要する時間は、タイム・トゥ・ファースト・ビープ（ＴＴＦＢ：time to first beep
）と称されうる。無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｒがデータ・パケットの
意図された受信先であると判定されるや否や、ＲｘＢｅｅｐを送信しうるので、この名称
は適切である。ＴＴＦＢは、無線デバイス２０２ｔが、データ・パケットのプリアンブル
に、無線デバイス２０２ｒの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスを含めることによって
低減されうる。無線デバイス２０２ｒは、その後、データ・パケットの送信の早期におい
て、ＭＡＣアドレスを検出し、この検出に基づいて、無線デバイス２０２ｒが、受信先で
あると判定する。無線デバイス２０２ｒはさらに、無線デバイス２０２ｔによって無線デ
バイス２０２ｒに送信されているデータの量を示す、データ・パケットの最初の部分にお
けるインジケーションに基づいて、追加のＢＩを予約するために、第１の予約済ＢＩ後の
別の時間において、追加のＲｘＢｅｅｐを送信するか否かを判定しうる。
【００６１】
　図８は、パケット８００を受信する無線デバイス２０２ｒによるＲｘＢｅｅｐの送信を
例示する。例示されるように、パケット８００は、ヘッダ情報を備えるＰＨＹ１フィール
ド８０２、ヘッダ情報を備えるＰＨＹ２フィールド８０４、および幾つかのデータ・フィ
ールド８０６を含むいくつかのフィールドを含む。データ・パケット８００を受信する無
線デバイス２０２ｒは、ＰＨＹ１フィールド８０２に含まれる情報に基づいて、無線デバ
イス２０２ｒが、データ・パケット８００の意図された受信先であるか否かに関する判定
を行うように構成されうる。したがって、無線デバイス２０２ｒは、ＰＨＹ１フィールド
８０２の受信、すなわちＴＴＦＢに相当する期間後、ＲｘＢｅｅｐを送信するように構成
されうる。ＲｘＢｅｅｐは、データ・パケット８００が第１のＢＩの間受信される通信チ
ャネルを予約する。無線デバイス２０２ｒはさらに、ＰＨＹ１フィールド８０２に含まれ
る情報に基づいて、データ・パケット８００を受信するために３ＢＩを要するであろうこ
とを判定しうる。したがって、第１のＢＩの後、無線デバイス２０２ｒは、第２のＢＩの
ためのチャネルを予約するために、別のＲｘＢｅｅｐを送信しうる。さらに、第２のＢＩ
の後、無線デバイス２０２ｒは、第３のＢＩのためのチャネルを予約するために、別のＲ
ｘＢｅｅｐを送信しうる。したがって、データ・パケット８００の全体が、予約済ＢＩ中
に受信される。無線デバイス２０２ｒはまた、データ・パケット８００の受信が終了して
いない限り、各ＢＩにおいて、ＲｘＢｅｅｐを送信し続けうる。
【００６２】
　無線デバイス２０２ｔのように、潜在的な送信元のデバイスは、データの送信を開始す
る前に、ＲｘＢｅｅｐをリスンする。潜在的な送信元のデバイスは、ＰＩＦＳの間、Ｒｘ
Ｂｅｅｐをリスンしうる。ＰＩＦＳは、少なくともＢＩの長さに設定されうる。なぜなら
、これは、潜在的な送信元のデバイスがＲｘＢｅｅｐのリスンを開始する直前にＢＩを予
約したＲｘＢｅｅｐを、潜在的な送信元のデバイスが見失わないことを保証するからであ
る。ＲｘＢｅｅｐの受信に基づいて、（例えば、ＰＩＦＳ、ＳＩＦＳ、ＡＩＦＳ、スロッ
ト時間等のような）さまざまなチャネル・アクセス・メカニズムが、無線デバイス２０２
ｔによって更新されうる。例えば、通信のためのスロット時間は、少なくともＴＴＦＢに
、ショート・インタ・フレーム・スペース（ＳＩＦＳ）を加えたものに設定されうる。さ
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らに、通信のためのアービトレーション・インタ・フレーム・スペース（ＡＩＦＳ）が、
ＰＩＦＳ＋（ＡＩＦＳ番号（ＡＩＦＳＮ）－１）＊スロット時間に設定されうる。スロッ
ト時間、ＰＩＦＳ、ＳＩＦＳ、ＡＩＦＳ等は、当該技術分野で知られているように、無線
ネットワークにおける通信のために使用される物理レイヤ（ＰＨＹ）および媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）レイヤの一部として構成されうる。潜在的な送信元のデバイスは、ＰＩＦ
Ｓ内でＲｘＢｅｅｐを聞くと、ＢＩの間、送信せず、チャネル・アクセス機能に関して、
ＢＩの間、チャネルをビジーに維持する。潜在的な送信元のデバイスは、ＰＩＦＳ内でＲ
ｘＢｅｅｐを聞かない場合、通信のために使用するために、または、バックオフ・カウン
タのデクリメントのために使用するために、チャネル（単数または複数）がクリアである
と判定する。
【００６３】
　以下に記載されているものは、ＢＩのための適切な値を選択するための要因である。こ
の選択を行うために、いくつかの考慮がなされうる。例えば、ＲｘＢｅｅｐは、ＢＩ毎に
約４マイクロ秒のオーバヘッドを追加しうる。これによって、時間を予約するためにより
短いＲｘＢｅｅｐしか送信する必要がなくなるので、ＢＩをより長くすれば、より良好に
なる。しかしながら、より長いＢＩを有することによってＰＩＦＳが増加する。これによ
って、デバイスは、通信チャネルがフリーであるか否かを判定するために長くリスンする
必要はないので、より短いＢＩが、より良好になる。さらに、スロット時間は、可能な限
り短くなるべきであるＴＴＦＢに関連しているので、長いスロット時間は、通信チャネル
を予約するためのオーバヘッドを増加させる。したがって、通信チャネルを予約するため
のオーバヘッドを減少させるために、値がどのようにして調節されうるのかを示すために
、ＴＴＦＢ、ＢＩ、スロット時間等のための別の値の例が以下に説明される。
【００６４】
　一例では、ＴＴＦＢ＝２８マイクロ秒、ＢＩ＝８０マイクロ秒、およびＳＩＦＳ＝１６
マイクロ秒である。したがって、ＰＩＦＳ＝ＢＩ＝８０マイクロ秒である。さらに、スロ
ット時間＝ＴＴＦＢ＋ＳＩＦＳ＝４４マイクロ秒である。さらに、分散調整機能（ＤＣＦ
）インタ・フレーム・スペース（ＤＩＦＳ）＝ＰＩＦＳ＋スロット時間＝１２４マイクロ
秒である。したがって、潜在的な送信機がトラフィックを送信する前に待つ必要のある平
均時間は、ＤＩＦＳ＋７．５＊スロット時間＝４５４マイクロ秒である。さらに、２ミリ
秒の長さのパケットの場合、時間を予約するために２６ビープが送信される必要があるで
あろうから、ビープを送信するために約１０２マイクロ秒を必要とする。したがって、２
ミリ秒の長さのパケットを送信するためのオーバヘッドの合計は、４５４＋１０２＝５５
６マイクロ秒である。これは、２ミリ秒のパケットの全体の約２２％である。
【００６５】
　別の例では、ＴＴＦＢ＝２０マイクロ秒、ＢＩ＝８０マイクロ秒、ＳＩＦＳ＝１０マイ
クロ秒である。したがって、ＤＩＦＳ＝ＢＩ＝８０マイクロ秒である（ここで、システム
内でＰＩＦＳアクセスはない）。さらに、スロット時間＝ＴＴＦＢ＋ＳＩＦＳ＝３０マイ
クロ秒である。したがって、潜在的な送信機がトラフィックを送信する前に待つ必要のあ
る平均時間は、ＤＩＦＳ＋７．５＊スロット時間＝３０５マイクロ秒である。さらに、２
ミリ秒の長さのパケットの場合、時間を予約するために２６ビープが送信される必要があ
るだろうから、ビープを送信するために約１０３マイクロ秒を必要とする。したがって、
２ミリ秒の長さのパケットを送信するためのオーバヘッドの合計は、３０５＋１０３＝４
０８マイクロ秒である。これは、２ミリ秒のパケットの全体の約１７％である。
【００６６】
　図９は、通信チャネルを予約するためにオーバヘッドで費やされる時間の長さ対ＢＩの
ために選択された値のグラフを例示する。グラフ９００は、前述した例と同様に、特定の
ネットワークのためになされたシミュレーションに基づく。見て分かるように、通信チャ
ネルを予約するために、約１００マイクロ秒のＢＩが、最低のオーバヘッド（約４００マ
イクロ秒）となるように見える。
【００６７】
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　いくつかの実施形態では、ＲｘＢｅｅｐはまた、ＲＴＳ／ＣＴＳ同様に、衝突検出を実
行するためにも使用されうる。このような実施形態では、無線デバイス２０２ｒへ送信す
るデータを有する無線デバイス２０２ｔは、送信前に、無線デバイス２０２ｒからビープ
を受信するのを待つように構成されうる（これは、ビープを受信するために回路をアクテ
ィブにする必要があることを意味する）。その後、無線デバイス２０２ｔは、応答ビープ
（ＴｘＢｅｅｐ）を送信しうる。これは、衝突を検出するために要する時間を低減しうる
。
【００６８】
　また、通信チャネルを予約するために、ＲｘＢｅｅｐに加えて、または、ＲｘＢｅｅｐ
の代わりに、ＴｘＢｅｅｐが使用されうることも注目されるべきである。ＲｘＢｅｅｐお
よびＴｘＢｅｅｐは、その後のシンボルにおいてスケジュールされうる。
【００６９】
　図１０は、受信機ベースのＣＣＡを用いて、無線ネットワークにおいてデータを送信す
るための方法１０００の態様を例示する。ブロック１００２では、無線デバイス２０２ｔ
は、無線デバイス２０２ｔがデータを送信したい１または複数の通信チャネルが使用中で
あることを示す予約信号をリスンする。無線デバイス２０２ｔは、前述したように、使用
されている予約信号のタイプに基づいて、１または複数のチャネル自身をリスンするか、
または、１または複数のチャネルに関連付けられた１または複数の専用チャネルをリスン
しうる。無線デバイス２０２ｔはさらに、予め定められた期間、リスンしうる。ブロック
１００４では、無線デバイス２０２ｔが、予約信号が検出されたか否かを判定する。ブロ
ック１００４において、予約信号が検出されたのであれば、無線デバイス２０２ｔは、ブ
ロック１００６において待つ。無線デバイス２０２ｔは、前述したように、検出された予
約信号のタイプに基づいて、固定された期間待つか、または、予約信号がもはや検出され
なくなるまで待つ。その後、方法１０００は、ブロック１００８へと続く。ブロック１０
０４において、予約信号が検出されない場合、無線デバイス２０２ｔは、ブロック１００
８へと続く。ブロック１００８では、無線デバイス２０２ｔが、無線デバイス２０２ｒへ
データ・パケットを送信し始める。
【００７０】
　図１１は、受信機ベースのＣＣＡを用いて、無線ネットワークにおいてデータを受信す
る方法１１００の態様を例示する。ブロック１１０２では、無線デバイス２０２ｒが、無
線デバイス２０２ｔからデータ・パケットの最初の部分を受信する。ブロック１１０４で
は、無線デバイス２０２ｒは、無線デバイス２０２ｒが、データ・パケットのための意図
された受信先であるか否かを判定する。ブロック１１０４において、無線デバイス２０２
ｒが意図された受信先ではないと無線デバイス２０２ｒが判定した場合、方法１１００は
終了する。ブロック１１０４において、無線デバイス２０２ｒが意図された受信先である
と無線デバイス２０２ｒが判定した場合、方法１１００はブロック１１０６へと続く。ブ
ロック１１０６では、無線デバイス２０２ｒは、前述したように、無線デバイス２０２ｔ
からデータ・パケットを受信するための通信チャネルを予約するために、予約信号を送信
する。
【００７１】
　図１２は、無線通信システム１００内で適用されうる別の典型的な無線デバイス１２０
０の機能ブロック図である。デバイス１２００は、予約信号を検出するための検出モジュ
ール１２０２を備える。検出モジュール１２０２は、図１０に例示されたブロック１００
２，１００４，１００６に関して前述された機能のうちの１または複数を実行するように
構成されうる。検出モジュール１２０２は、プロセッサ２０４およびＤＳＰ２２０のうち
の１または複数に相当しうる。デバイス１２００はさらに、データ・パケットを送信する
ための送信モジュール１２０４を備える。送信モジュール１２０４は、図１０に例示され
たブロック１００８に関して前述された機能のうちの１または複数を実行するように構成
されうる。送信モジュール１２０４は、送信機２１０に相当しうる。
【００７２】
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　図１３は、無線通信システム１３０内で適用されうる別の典型的な無線デバイス１３０
０の機能ブロック図である。デバイス１３００は、パケットを備える無線通信を無線で受
信するための受信モジュール１３０２を備える。受信モジュール１３０２は、図１１に例
示されたブロック１１０２に関して前述された機能のうちの１または複数を実行するよう
に構成されうる。受信モジュール１３０２は、受信機２１２に相当しうる。デバイス１３
００はさらに、デバイス１３００が、パケットの意図された受信先であるか否かを判定す
るための判定モジュール１３０４を備える。判定モジュール１３０４は、図１１に例示さ
れたブロック１１０４に関して前述された機能のうちの１または複数を実行するように構
成されうる。判定モジュール１３０４は、プロセッサ２０４、信号検出器２１８、および
ＤＳＰ２２０のうちの１または複数に相当しうる。デバイス１３００はさらに、予約信号
の生成および送信のための予約モジュール１３０６を備える。予約モジュール１３０６は
、図１１に例示されたブロック１１０６に関して前述された機能のうちの１または複数を
実行するように構成されうる。予約モジュール１３０６は、プロセッサ２０４、送信機２
１０、およびＤＳＰ２２０のうちの１または複数に相当しうる。
【００７３】
　本明細書で使用される場合、用語「判定すること（determining）」は、さまざまな動
作を含む。例えば、「判定すること」は、計算、コンピューティング、処理、導出、調査
、ルックアップ（例えば、テーブル、データベース、または他のデータ構造内のルックア
ップ）、確認等を行うことを含みうる。また、「判定すること」は、受信（例えば、情報
の受信）、アクセス（例えば、メモリ内のデータへのアクセス）等を行うことを含みうる
。また、「判定すること」は、解決、選択、選定、確立等を行うことを含みうる。さらに
、本明細書で使用されるような「チャネル幅」は、ある態様において、帯域幅と称されう
るか、または、帯域幅を包含しうる。
【００７４】
　本明細書に記載されるように、アイテムのリストのうちの「少なくとも１つ」と称する
文言は、単数を含むこれらアイテムのうちの任意の組み合わせを称する。例として、「ａ
、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、お
よびａ－ｂ－ｃをカバーすることが意図されている。
【００７５】
　前述した方法のさまざまな動作は、例えばさまざまなハードウェア構成要素および／ま
たはソフトウェア構成要素、回路、および／または、モジュール（単数または複数）のよ
うに、動作を実行することが可能な任意の適切な手段によって実行されうる。通常、図面
に例示される何れの動作も、これら動作を実行することが可能な対応する機能手段によっ
て実行されうる。
【００７６】
　本開示に関連して説明されたさまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路を、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくはその他
のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリート・ゲートもしくはトランジス
タ・ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または本明細書で説明される機
能を実行するように設計されたその任意の組み合わせを用いて実施または実行することが
できる。汎用プロセッサは、マイクロ・プロセッサでありうるが、代替案では、プロセッ
サは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステート
・マシンでありうる。プロセッサは、例えばＤＳＰとマイクロ・プロセッサとの組み合わ
せ、複数のマイクロ・プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１または複数のマイクロ・プロ
セッサ、またはその他任意のこのような構成であるコンピューティング・デバイスの組み
合わせとして実現されうる。
【００７７】
　１または複数の態様では、説明された機能が、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実現されうる。ソフトウェアで実現される場
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合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に格納されるか、あるいは、コンピュ
ータ読取可能な媒体上の１または複数の命令群またはコードとして送信されうる。コンピ
ュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含む。これらは、
コンピュータ・プログラムのある場所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含
む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる利用可能な任意の媒体である。
例として、限定することなく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶
装置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コード手段を命令
群またはデータ構造の形式で搬送または格納するために使用され、しかも、コンピュータ
によってアクセスされうるその他任意の媒体を備えうる。さらに、いかなる接続も、コン
ピュータ読取可能な媒体として適切に称される。同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、
ツイスト・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、例えば赤外線、無線およびマ
イクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、あるいはその他の遠隔ソ
ースからソフトウェアが送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイス
ト・ペア、ＤＳＬ、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術が
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は
、コンパクト・ディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディ
スク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録
商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびブルー・レイ・ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。これ
らｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光学的に再生する。それに対して、ｄｉｓｋは、
通常、データを磁気的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ読取
可能な媒体は、非一時的なコンピュータ読取可能な媒体（例えば、実体的な媒体）を備え
うる。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ読取可能な媒体は、一時的なコンピュ
ータ読取可能な媒体（例えば、信号）を備えうる。前述した組み合わせもまた、コンピュ
ータ読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７８】
　本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１または複数のステッ
プまたは動作を備える。方法ステップおよび／または動作は、特許請求の範囲のスコープ
から逸脱せずに相互に置換されうる。言い換えると、ステップまたは動作の特定の順序が
指定されていない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／または使用は
、特許請求の範囲のスコープから逸脱せずに変更されうる。
【００７９】
　説明された機能を、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはその任意の
組合せで実施することができる。ソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コンピ
ュータ読取可能な媒体に、１または複数の命令群として格納される。記憶媒体は、コンピ
ュータによってアクセスされうる利用可能な任意の媒体である。例として、限定すること
なく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ
－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気
記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コード手段を命令群またはデータ構造の形
式で搬送または格納するために使用され、しかも、コンピュータによってアクセスされう
るその他任意の媒体を備えうる。本明細書で使用されるようなディスク（ｄｉｓｋおよび
ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓ
ｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｃ）を含んでいる。ここで、ｄｉｓｋは通常、データを磁気的に再生する一方、
ｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光学的に再生する。
【００８０】
　したがって、ある態様は、本明細書に記載された動作を実行するためのコンピュータ・
プログラム製品を備えうる。例えば、このようなコンピュータ・プログラム製品は、格納
された（および／または符号化された）命令群を有するコンピュータ読取可能な媒体を備
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える。これら命令群は、本明細書において記載された動作を実行するために、１または複
数のプロセッサによって実行されることが可能である。ある態様の場合、コンピュータ・
プログラム製品は、パッケージング・マテリアルを含みうる。
【００８１】
　ソフトウェアまたは命令群は、送信媒体を介しても送信される。例えば、同軸ケーブル
、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、例
えば赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ
、あるいはその他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、ＤＳＬ、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイ
クロ波のような無線技術が、媒体の定義に含まれる。
【００８２】
　さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよび／ま
たは他の適切な手段を、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロードし
、かつ／または他の形式で入手することができることを了解されたい。例えば、このよう
なデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を容易にするために
サーバに結合されうる。代替案では、本明細書に記載されたさまざまな方法は、記憶手段
（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクト・ディスク（ＣＤ）またはフロッピー・ディスク
などの物理記憶媒体など）を介して提供され、ユーザ端末および／または基地局は、記憶
手段をデバイスに結合するか提供するときにさまざまな方法を取得しうる。さらに、本明
細書で説明された方法および技法をデバイスに提供するために、その他任意の適切な技法
が利用されうる。
【００８３】
　特許請求の範囲が、上述した正確な構成および構成要素に限定されないことを理解され
たい。さまざまな修正、変更、および変形が、特許請求の範囲の範囲から逸脱せずに、前
述した方法および装置の構成、動作、および詳細において実施されうる。
【００８４】
　前述したものは、本開示の態様に向けられているが、これら開示のその他およびさらな
る態様が、本願の基本的な範囲から逸脱することなく考案され、この範囲は、以下に示す
特許請求の範囲によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線ネットワークにおいて通信する方法であって、
　データ・パケットの少なくとも一部を受信することと、
　無線デバイスが、前記データ・パケットの、意図された受信機であることを判定するこ
とと、
　前記無線デバイスが、前記意図された受信機であるとの判定に基づいて、予約信号を送
信することと、ここで、前記予約信号は、前記無線デバイスが前記データ・パケットを受
信するための通信チャネルを予約するように構成される、
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記予約信号は、前記通信チャネルで送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記予約信号は、第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を備える、ビープ・インタ
バルによって分離された前記第１の固定期間のビープのシリーズを備える、Ｃ３に記載の
方法。
［Ｃ５］
　前記ビープのシリーズの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備え
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る、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信すること、をさらに備えるＣ６に記載
の方法。
［Ｃ８］
　無線ネットワークにおいて通信する方法であって、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンすることと、ここで、前記予約信号
は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定することと、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、チャネル・アクセス・メカニズムを更
新することと、
を備える方法。
［Ｃ９］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、予め定義された期間に少なくとも等しいポイ
ント調整機能インタ・フレーム・スペースを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、別の予約信号がパケットの受信機によって送
信されるまでの時間に少なくとも等しいスロット時間を備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　無線ネットワークにおいて通信する方法であって、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンすることと、ここで、前記予約信号
は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定することと、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、前記通信チャネルでデータ・パケット
を送信することと、
を備える方法。
［Ｃ１２］
　前記通信チャネルではない専用チャネルにおいて前記予約信号をリスンすることをさら
に備え、
　前記専用チャネルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記通信チャネルにおいて前記予約信号をリスンすること、をさらに備えるＣ１１に記
載の方法。
［Ｃ１４］
　前記通信チャネルを予約するように構成された予約信号を、固定期間の間、前記通信チ
ャネルにおいてリスンすること、をさらに備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記固定期間後、前記データ・パケットを送信すること、をさらに備えるＣ１４に記載
の方法。
［Ｃ１６］
　予約信号が検出されない場合に、前記データ・パケットを送信すること、をさらに備え
るＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　アクノレッジメントを受信するために前記通信チャネルを予約するために、別の予約信
号を送信すること、をさらに備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
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　データ・パケットの少なくとも一部を受信するように構成された受信機と、
　前記装置が、前記データ・パケットの、意図された受信機であることを判定するように
構成されたプロセッサと、
　前記装置が、前記意図された受信機であるとの判定に基づいて、予約信号を送信するよ
うに構成された送信機と、ここで、前記予約信号は、前記装置が前記データ・パケットを
受信するための通信チャネルを予約するように構成される、
を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記予約信号は、前記通信チャネルで送信される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記予約信号は、第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を備える、ビープ・インタ
バルによって分離された前記第１の固定期間のビープのシリーズを備える、Ｃ２０に記載
の装置。
［Ｃ２２］
　前記ビープのシリーズの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備え
る、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、Ｃ１
８に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記受信機はさらに、前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信するように構成
された、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンするように構成された受信機と、こ
こで、前記予約信号は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定し、前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて
、チャネル・アクセス・メカニズムを更新するように構成されたプロセッサと、
を備える装置。
［Ｃ２６］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、予め定義された期間に少なくとも等しいポイ
ント調整機能インタ・フレーム・スペースを備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、別の予約信号がパケットの受信機によって送
信されるまでの時間に少なくとも等しいスロット時間を備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンするように構成された受信機と、こ
こで、前記予約信号は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定するように構成されたプロセッサと、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、前記通信チャネルでデータ・パケット
を送信するように構成された送信機と、
を備える装置。
［Ｃ２９］
　前記受信機はさらに、前記通信チャネルではない専用チャネルにおいて前記予約信号を
リスンするように構成され、
　前記専用チャネルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ２８に記載の装置。
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［Ｃ３０］
　前記受信機はさらに、前記通信チャネルにおいて前記予約信号をリスンするように構成
された、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記受信機はさらに、前記通信チャネルを予約するように構成された予約信号を、固定
期間の間、前記通信チャネルにおいてリスンするように構成された、Ｃ２８に記載の装置
。
［Ｃ３２］
　前記送信機はさらに、前記固定期間後、前記データ・パケットを送信するように構成さ
れた、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記送信機はさらに、予約信号が検出されない場合、前記データ・パケットを送信する
ように構成された、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記送信機はさらに、アクノレッジメントを受信するために前記通信チャネルを予約す
るために、別の予約信号を送信するように構成された、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３５］
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　データ・パケットの少なくとも一部を受信する手段と、
　前記装置が、前記データ・パケットの、意図された受信機であることを判定する手段と
、
　前記装置が、前記意図された受信機であるとの判定に基づいて、予約信号を送信する手
段と、ここで、前記予約信号は、前記装置が前記データ・パケットを受信するための通信
チャネルを予約するように構成される、
を備える装置。
［Ｃ３６］
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記予約信号は、前記通信チャネルで送信される、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記予約信号は、第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を備える、ビープ・インタ
バルによって分離された前記第１の固定期間のビープのシリーズを備える、Ｃ３７に記載
の装置。
［Ｃ３９］
　前記ビープのシリーズの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備え
る、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、Ｃ３
５に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信する手段、をさらに備えるＣ４０に記
載の装置。
［Ｃ４２］
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンする手段と、ここで、前記予約信号
は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定する手段と、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、チャネル・アクセス・メカニズムを更
新する手段と、
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を備える装置。
［Ｃ４３］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、予め定義された期間に少なくとも等しいポイ
ント調整機能インタ・フレーム・スペースを備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、別の予約信号がパケットの受信機によって送
信されるまでの時間に少なくとも等しいスロット時間を備える、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４５］
　無線ネットワークにおいて通信する装置であって、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンする手段と、ここで、前記予約信号
は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定する手段と、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、前記通信チャネルでデータ・パケット
を送信する手段と、
を備える装置。
［Ｃ４６］
　前記通信チャネルではない専用チャネルにおいて前記予約信号をリスンする手段をさら
に備え、
　前記専用チャネルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記通信チャネルにおいて前記予約信号をリスンする手段、をさらに備えるＣ４５に記
載の装置。
［Ｃ４８］
　前記通信チャネルを予約するように構成された予約信号を、固定期間の間、前記通信チ
ャネルにおいてリスンする手段、をさらに備えるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記固定期間後、前記データ・パケットを送信する手段、をさらに備えるＣ４８に記載
の装置。
［Ｃ５０］
　予約信号が検出されない場合、前記データ・パケットを送信する手段、をさらに備える
Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５１］
　アクノレッジメントを受信するために前記通信チャネルを予約するために、別の予約信
号を送信する手段、をさらに備えるＣ４５に記載の装置。
［Ｃ５２］
　実行された場合、装置に対して、
　データ・パケットの少なくとも一部を受信することと、
　前記装置が、前記データ・パケットの、意図された受信機であることを判定することと
、
　前記装置が、前記意図された受信機であるとの判定に基づいて、予約信号を送信するこ
とと、ここで、前記予約信号は、前記装置が前記データ・パケットを受信するための通信
チャネルを予約するように構成される、
を実行させる命令群、を備えるコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ５３］
　前記予約信号は、前記通信チャネルではない専用チャネルで送信され、前記専用チャネ
ルは、前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ５２に記載のコンピュータ読取可能な
媒体。
［Ｃ５４］
　前記予約信号は、前記通信チャネルで送信される、Ｃ５２に記載のコンピュータ読取可
能な媒体。
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［Ｃ５５］
　前記予約信号は、第１の固定期間よりも長い第２の固定期間を備える、ビープ・インタ
バルによって分離された前記第１の固定期間のビープのシリーズを備える、Ｃ５４に記載
のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ５６］
　前記ビープのシリーズの各ビープは、ショート・トレーニング・フィールド信号を備え
る、Ｃ５５に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ５７］
　前記予約信号は、固定期間の間、前記通信チャネルを予約するように構成される、Ｃ５
２に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ５８］
　実行された場合、前記装置に対して、前記固定期間の間、前記データ・パケットを受信
させる命令群、をさらに備えるＣ５７に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ５９］
　実行された場合、装置に対して、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンすることと、ここで、前記予約信号
は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたか否かを判定することと、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、チャネル・アクセス・メカニズムを更
新することと、
を実行させる命令群、を備えるコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ６０］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、予め定義された期間に少なくとも等しいポイ
ント調整機能インタ・フレーム・スペースを備える、Ｃ５９に記載のコンピュータ読取可
能な媒体。
［Ｃ６１］
　前記チャネル・アクセス・メカニズムは、別の予約信号がパケットの受信機によって送
信されるまでの時間に少なくとも等しいスロット時間を備える、Ｃ５９に記載のコンピュ
ータ読取可能な媒体。
［Ｃ６２］
　実行された場合、装置に対して、
　少なくとも予め定義された期間、予約信号をリスンすることと、ここで、前記予約信号
は、通信チャネルを予約するように構成される、
　予約信号が検出されたかを否かを判定することと、
　前記予約信号が検出されたとの判定に基づいて、前記通信チャネルでデータ・パケット
を送信することと、
を実行させる命令群、を備えるコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ６３］
　実行された場合、前記装置に対して、前記通信チャネルではない専用チャネルにおいて
前記予約信号をリスンさせるための命令群をさらに備え、ここで、前記専用チャネルは、
前記通信チャネルに関連付けられている、Ｃ６２に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ６４］
　実行された場合、前記装置に対して、前記通信チャネルにおいて前記予約信号をリスン
させるための命令群、をさらに備えるＣ６２に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ６５］
　実行された場合、前記装置に対して、前記通信チャネルを予約するように構成された予
約信号を、固定期間の間、前記通信チャネルにおいてリスンさせるための命令群、をさら
に備えるＣ６２に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ６６］
　実行された場合、前記装置に対して、前記固定期間後、前記データ・パケットを送信さ
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せるための命令群、をさらに備えるＣ６５に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
［Ｃ６７］
　実行された場合、前記装置に対して、予約信号が検出されない場合、前記データ・パケ
ットを送信させるための命令群、をさらに備えるＣ６２に記載のコンピュータ読取可能な
媒体。
［Ｃ６８］
　実行された場合、前記装置に対して、アクノレッジメントを受信するために前記通信チ
ャネルを予約するために、別の予約信号を送信させるための命令群、をさらに備えるＣ６
２に記載のコンピュータ読取可能な媒体。
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【図１１】 【図１２】
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